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発破して採掘

トロ（トロッコ）で
選鉱小屋まで運ぶ

粗鋼（鉱石）を砕き
手作業で選鉱

採鉱所で粗い精錬採鉱所で粗い精錬

馬車で浜の小屋まで輸送

松原銅山の採掘から精錬の流れ

※ 昭和４1年の航空写真から予想した、松原銅山から宝土に至る道
（赤い道が大正時代、灰色が現代）

小屋に保管

発破して採掘

トロ（トロッコ）で
選鉱小屋まで運ぶ

粗鋼（鉱石）を砕き
手作業で選鉱

馬車で浜の小屋まで輸送

小屋に保管

九州の精錬所へ九州の精錬所へ

小船で輸送船へ小船で輸送船へ

※ 昭和４1年の航空写真から予想した、松原銅山から宝土に至る道
（赤い道が大正時代、灰色が現代）

もっと情報が見られる
電子版はこちら

もっと情報が見られる
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松原鉱業所
徳三和豊・高橋安兵衛　

田中鉱山
田中省三　

天城鉱山
小林鉱業　

松原鉱山
古河鉱業　

松原銅山？
誰かが引き継いで操業？

●徳三和豊、死去 ●合名会社古河鉱業会社から鉱業部門などを分離、古河鉱業株式会社を設立

●日露戦争、勃発（ぼっぱつ）
●日露戦争、終結

●第一次世界大戦、勃発（ぼっぱつ）
●第一次世界大戦、終結

●関東大震災

★１回目・ストライキ（大正2年6月、参加者150人、支払い遅れとなっていた賃金要求）
★２回目・ストライキ（大正5年6月、参加者112人、賃上げ要求）
★３回目・ストライキ（大正5年11月、参加者30人、監督者の排斥要求）
★４回目・ストライキ（大正6年12月、参加者30人、賃上げ要求）
★５回目・ストライキ（大正9年4月、参加者46人参加、賃上げ要求）

※本来のストライキは雇用主に対し、労働しないことで抗議し、労働条件などの改善を求める争議ですが、松原鉱山では暴力や施設の破壊が伴い、逮捕者も出ました。

●昭和金融恐慌 太平洋戦争、始まる●
●世界恐慌 第二次世界大戦、勃発●

奄美初のストライキ!?

港川河口の小船と小屋港川河口の小船と小屋 坑道入口と関係者坑道入口と関係者

銅山？
鉱山？？

シリーズ天城遺産　その２２

奄美初のストライキが起きた?
松原銅山の盛衰

今から　　　　　　、明治37年（1904年）に、亀津出身の徳三和豊（とく・みわとよ）が大阪の高橋安兵衛なる人物を招
いて松原鉱業所、下久志鉱業所の経営、採掘を始めました。 徳三和豊は、講道館柔道で名を馳せた、徳三宝（とく・みたか
／とく・さんぽう）の父であり、陸軍にいたころ山師の息子から鉱山を掘り当てて大もうけした話を耳にし、退役後に
島の山を巡って2ヶ所の鉱床を発見したのです。鉱夫は当初150人ほどで、3分の1は内地からの渡り鉱夫を呼びよせま
した。  明治37年は折しも、日露戦争が始まる年のこと。 もともと品質が低い鉱石だったことや、離島のため輸送の不

便などもあり経営は難航したようです。 また、当時の島には、内地の物品はあまり流通しておらず、渡り鉱夫らの不便を解消するのに売店を作ったことも、経営を
圧迫していました。 それでも三和豊は熱心に鉱山へ通っていたようで、その帰りに兼久でマツ（二番目の妻で三宝の母）の法事に参席した際、脳溢血（のういっけ
つ）で倒れ、その夜のうちに亡くなりました。 明治41年（1908年）9月21日でした。 実業家の田中省三（たなか・せいぞう）に売却した時期は不明ですが、三和豊の死
後だったのでしょう。 鉱山周辺は、鉱石を溶かすために樹木の伐採が進んだことや、採鉱所から出る亜硫酸ガスや鉱毒により、草木は枯れ、川のエビ、カニどころか
鳥やハブまで死滅したと言われるほど、荒れた山だったようです。 鉱山関係者が行き交うようになった宝土は飲食店が立ち並ぶ賑わいを見せ、精鉱の運搬のため
に区画整理も進みました。 最盛期の大正10年（1921年）ごろには、鉱夫は300人ほどが働いていたそうです。 戦時の好景気、終戦後の不景気や恐慌のあおりを受け
るなど、激動の時代に創業、そして廃業を迎えました。 ところで、松原銅山という名が初めて登場するのは、昭和53年（1978年）発行の天城町誌ですが、その名がど
こから来たのか・・・不明なのです。 徳三宝の甥、指宿英造の著書「柔道一代 徳三宝」には、松原鉱山とつづられています。 さらに、町誌には閉山から36年と記されて
おり、昭和16年ごろまで、続けられていたのでしょうか？

118年前

※ 松原銅山で働いていた渡り鉱夫によって、九州の棒踊りが岡前や西阿木名へ伝えられたのだそうです。 編集：天城町教育委員会 具志堅亮、山田文彦編集：天城町教育委員会 具志堅亮、山田文彦XX


